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世､.‖1日.:パ実情し.困難p_.:-:二 ∴∴ 伸二′ト∴さ'I:1トl､ht･

が族稽して膝痴郡が明確となり,周関との境界も鮮明で

6.yrで識別できる腫轟範瓢よりも広く取り込まれ,権威

の浸潤範囲が的確に描出された｡啓発経慶において尊さ

折漫BP鮎は反応性グリア増殖および放射線壊死との鑑

別診断に着用であった.

A-9苛)悪性脳腫壕薬物動態クコ凝㌢究
義日夏虜孝汀Iy桜頼 義二明
小川 寮嘉政孝紺を才徳撃浅

告本 品志帝給水 "六郎

吏昌
澄ま臣立
吊申

風 音溢爵よき第三)

悪性脳腫癌に対する薬物療法の問題点のひとつとして

薬物の腫慶警句組織-の移紹度がある.今回我 は々亨AC

NUの腫東西線草譲渡を検討したので報告する,
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とつとして経藤内血流量の増加も関与Lているのではな

いかと考えられた.

,＼ 佃､小＼㌧用こ高＼l'･'L{トト.-~､.(iLll:こ.'り∵､臨困■冊L'7さ
討

蔑嘩 窪二三⑳郎 着意未を監欝岩淵 蜜柑 敷き

我 が々経験Lたか児脳幹グ射打-才の治療及び予後に
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及びexo涌き寂ctypeを望したのは櫓例でありこれら)全

例が生存中 (3且-鮒M)である.治療車啓発;放射線単
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E3的二悪性グリオmVの治療成績は,若年者では予後良

好な症例がみられることが報告寧れノているgそこで我々

が経験Lた若年者悪性ダリオ-マ症例の治療法曹予後をこ

ついて検討したち症例:CTスキャン導入後当科で経験
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